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　山形県は 2011年末の外国人登録者数が 6,330人 ¹で，6年連続で減少している。登録者数は全
国 37位で，県の人口に占める割合が 0.55%の外国人散在地域である。国籍別に見ると，中国
43.1%，韓国・朝鮮 31.1%，フィリピン 10.5%，ベトナム 2.8%で，全国の傾向に比べ中国が多く
ブラジルが少ない。男女比は，全国では男性 45.6%，女性 54.4%と，若干女性が多いが，山形
県では男性 21.6%，女性 78.4%と，圧倒的に女性が多い。国籍別に女性の割合を見ると，中国



























語使用実態と日本語学習ニーズ」部分から成る。調査は 2008年 10月から 12月にかけておこなっ
た。日本語を含めた 13か国語の質問紙を用意し，20都道府県に配布を依頼した結果，1,662人
















5  1位は秋田県（98.6%）。ちなみに，山形県の 2010年の「夫日本人・妻外国人の離婚数」は 133で，同婚姻
を 100とした場合の離婚は 104で全国 1位となる。
6 大学での配布は，留学生ではなく主に研究者や，その配偶者に対しておこなった。








































中国 韓国 フィリピン タイ
山形（38人） 34.2% 50.0% 10.5% 5.3%
首都圏（新宿・千葉）（75人） 62.7% 28.0%  6.7% 2.7%
全国（484人） 57.9% 17.6% 19.4% 5.2%
4.1.3 定住アジア女性の日本での生活
　滞日年数は，回答を「1年未満」「1年以上 5年未満」「5年以上 10年未満」というように分類










集合住宅 一戸建て 寮・社宅 その他 無回答
山形 31.6% 68.4% 0% 0% 0%
首都圏（新宿・千葉） 84.0%  5.3% 4.0% 5.3% 1.3%





























「読む」 「書く」 「聞く」 「話す」
山形 3.89 3.38 4.26 3.91
首都圏（新宿・千葉） 3.79 3.39 3.75 3.43
全国 3.52 3.30 3.74 3.62
　平均値（表 3）を見ると，山形は首都圏（新宿・千葉），全国に比べ「聞く」「話す」は高いが，「書
く」は高くない。山形の定住アジア女性の日本語能力自己評価（現在）を分散分析により検討す
ると，［F (3,133)=4.482, p <.01］であり，平均の差は有意であった。さらに Tukey法による多重
比較をおこなうと，「書く－聞く」で p <.01となり 1%水準で有意な差があった。それに対し，「書
く－読む」と「書く－話す」では有意な差はなかった。
表 4　定住アジア女性の日本語能力の自己評価（現在）と滞日年数の相関
「読む」 「書く」 「聞く」 「話す」
山形 0.493 0.400 0.588 0.523
首都圏（新宿・千葉） 0.135 0.239 0.388 0.340
全国 0.143 0.074 0.374 0.351
　さらに，滞日年数と現在の日本語能力（自己評価）の相関（表 4）を見ると，山形の 4技能と






































































都圏の調査地である東京都は 47位，千葉県は 41位である。http://www.airia.or.jp/publish/pdf/happyou/2010_ 
08setai.pdf（2010年 8月 24日発表）








山形 首都圏 全国 山形 首都圏 全国
68近隣に引っ越しの挨拶をする 2.75 2.48 2.34 18.9% 32.4% 28.4%
69近隣の人と家の周辺で挨拶や世間話をする 3.00 2.31 2.57 14.3% 32.4% 29.1%
70回覧板・掲示板を読む 2.75 2.35 2.37 26.5% 32.4% 38.6%
71地域の清掃，防災訓練，お祭りなどに参加する 2.33 1.62 1.96 24.2% 59.7% 44.3%
72自治会などの集会で意見交換する 1.48 0.90 1.04 56.3% 72.1% 65.0%
73近所の人に苦情を言ったり，言われた苦情に対処
したりする
1.06 1.16 1.13 60.0% 67.1% 59.9%







山形 首都圏 全国 山形 首都圏 全国
77学校や園からの配布物や連絡ノートを読み，必要
に応じて持ち物を準備する
2.30 1.82 1.59 30.0% 47.0% 48.2%
78先生からの連絡ノートに返事や子どもの様子など
を書く
1.79 1.40 1.34 48.3% 57.0% 56.8%
79先生に口頭で子どもについて相談をする 2.00 1.47 1.40 44.9% 61.5% 54.6%
80保護者会（PTA等）に参加し，先生の話を聞いた
り，他の保護者と意見交換をする
1.71 1.29 1.31 48.3% 63.1% 58.9%
81連絡網に沿って，他の保護者に電話連絡をする 1.55 1.13 1.14 48.3% 60.0% 60.4%
82子どもの宿題を手伝う 1.21 1.16 1.15 51.7% 58.5% 58.7%
83子どもの進路を決めるための情報を集める 1.52 1.36 1.25 55.2% 60.0% 58.7%
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Abstract
Th is paper reports on the fi ndings of “Japanese for life: the nationwide survey,” in which the 
lifestyle and Japanese language profi ciency of Asian women living as foreign residents in Yamagata 
prefecture were examined through a comparison with other Asian women living in the Tokyo 
Metropolitan Area and the rest of Japan. Th e results suggest that in comparison with other Asian 
women in Japan, the Asian women in Yamagata prefecture show two signifi cant diff erences: (1) 
Most of them have a higher self-evaluation of their speaking and listening skills in Japanese 
(acquired naturally through long years of residence in Japan); and (2) most of them have a low self-
evaluation of their writing skills in Japanese, despite a strong need for such skills. Th e longer these 
women have lived in Japan, the more frequent have been their daily verbal interactions. However, 
they perceive their “writing” skills in Japanese to be inadequate. Most of them can engage in verbal 
behavior in Japanese when, for example, interacting with neighbors and communicating with 
teachers and parents at schools and kindergartens. In sum, considering the circumstances detailed 
above, Asian women living in Yamagata prefecture need language support to develop and maintain 
their relationships with Japanese people.
Key words:  community-based Japanese language education, married migrant women, natural 
acquisition, reading and writing
